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	応用
	抗原情報
	背景
	カルシウム非依存性、リン脂質およびジアシルグリセロール (DAG) 依存性のセリン/スレオニンタンパク質キナーゼ。DNA 損傷誘導性アポトーシス時にはプロアポトーシスタンパク質として機能することにより細胞死と細胞生存において対照的な役割を果たし、サイトカイン受容体誘導性細胞死時には抗アポトーシスタンパク質として作用し、腫瘍抑制およびいくつかの癌の生存に関与し、NADPH オキシダーゼによる酸素ラジカル生成に必要であり、血小板機能応答における正または負の調節因子として機能します。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	(1) HeLa細胞溶解物、(2) Raw264.7細胞溶解物におけるPKCデルタ+PKCシータ発現のウェスタンブロット解析。
	

	すべてのレーンでは、抗体を 1:2K 希釈で室温で 1 時間使用します。
	

	すべてのレーンでは、抗体を 1:2K 希釈で室温で 1 時間使用します。

